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「こんなことができたらなぁ」と思うこと、時々ありませんか？　映画やゲーム、

携帯電話などで、少し前だったらあり得なかった表現やサービスが、日々増え

ています。日常のなかでだんだん当たり前になってしまう技術や表現は、じつ

は、技術者たちが開発した小さな技術の積み重ねと、芸術家たちの人の心や行

動についてのさまざまな考察や実験が組み合わさって実現したものです。予感

研究所では、さらに次の世代の、まったく新しい道具や方法を生み出すために、

芸術や技術の分野の研究者達が基礎研究を続けています。「こんなこと」の一歩

手前、未来を生み出す「素」が生み出されるところ、それが予感研究所なのです。

会期  2010 年 5 月 1 日［土］→ 5 日［水］ 

会場  日本科学未来館（東京・お台場）

開館時間 10:00 ─ 18:00 会期中無休

入場  無料（ただし、常設展示および特別企画展は別料金となります）

主催  独立行政法人 科学技術振興機構

  「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」研究領域

  http://openspiral.jp/

　

共催  日本科学未来館

も く じ 予 感 研 と は ？

予 感 研 究 所 ３　 概 要
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  研究領域名

  CREST「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」
  研究総括

  原島　博（東京大学名誉教授）

本研究領域は、情報科学技術の発展により急速な進歩を遂げたメディア芸術という新しい文化に係る作品の制作を支える先進的・革新的な表現手法、こ

れを実現するための新しい基盤技術を創出する研究を対象とします。

具体的には、コンピュータ等の電子技術を駆使した映画、アニメーション、ゲームソフト、さらにはその基礎となる CG アート、ネットワークアート作

品等の高品質化（多次元化も含む）を目的とした映像や画像の入力・処理・編集・表示技術、インターフェイス技術、ネットワーク技術等に関する研究

を行います。

視覚や聴覚以外の感覚の表現をも可能とする人工現実感技術、現実空間と人工空間を重畳させる複合現実感技術等も含みます。

また、デジタルメディアとしての特徴を生かした斬新な表現手法の研究、快適性や安全性の観点から人間の感性を踏まえた表現手法の研究、物語性に優

れた作品の制作を可能にする高度なコンテンツ制作手法の研究、誰もが自由にデジタルメディア作品の制作を効率的に行うことが出来るソフトウェア・

ハードウェアに関する研究なども対象とします。

  研究領域名

  CREST　｢共生社会に向けた人間調和型情報技術の構築｣
  研究総括

  東倉　洋一（国立情報学研究所　教授・副所長）
本研究領域は、コンピュータなどの情報機器、ネットワーク、コンテンツなどで満ち溢れた情報環境において、 実空間コミュニケーション、ヒューマンイ

ンターフェース、メディア処理などの要素技術を融合・統合し、 「人間と情報環境の調和」を実現するための基盤技術の構築を目指します。

　具体的には、人間行動・実空間状況の取得・理解を行うセンサーネットワークやユビキタスコンピューティングによる実空間適応型認識技術、ロボッ

トやユビキタスネットワークによる人間－機械コミュニケーションの円滑化技術、および、テキスト、音声、音楽、画像などの多様なメディアの解析、

検索、集積、構造化などに関わるコンテンツ技術を連携・融合・統合した「人間調和型情報環境」を構築するための研究を推進します。さらに、人間と

これを取り巻く情報環境の調和的な相互作用を行う技術のブレークスルーを生み出す研究や、人間と情報環境の調和という視点を意識した認知プロセス

の研究と情報環境構築技術の研究を、異分野融合課題として推進・発展させる研究も含みます。

  研究領域名

  ERATO「合原複雑数理モデルプロジェクト」合複雑数理モデル
  研究総括

  合原 一幸　( 東京大学　生産技術研究所　教授 )
実在する複雑な諸現象を理解するためには、普遍性・一般性を追求する分野横断的基礎理論と個々の現象の個別性・特殊性への洞察に立脚した、非線形

システム的理解が重要となります。 

　本プロジェクトでは、数理工学やカオス工学を基礎に、非線形科学、生命科学、医学、情報科学、工学などの諸分野と関連する「複雑数理モデル」に

関する基礎理論を構築して、その多様な応用研究を展開するとともに、その結果をさらに基礎理論研究にフィードバックすることにより、「複雑数理モデル」

論の数理的体系化を目指して研究を進めました。 

　特に、1) 複雑系および脳型コンピューティングの基盤技術の研究開発、2) 複雑システムの非線形解析理論とその解析ツールの研究開発、3) 細胞内お

よび細胞集団システムの複雑数理モデリング手法の研究開発に重点的に取り組みました。 

　本 ERATO プロジェクトは昨年３月に終了しましたが、合原研究室では、今後も今回の「予感研究所 3」のように、本 ERATO プロジェクトで構築し

た基礎理論を基盤として、様々な応用数理研究の展開を目指していきます。

  研究領域名

  ERATO「五十嵐デザインインタフェースプロジェクト」
  研究総括

  五十嵐　健夫 ( 東京大学大学院情報理工学系研究科　准教授 )
現在使われている身の回りの道具の多くは、プロのデザイナーがデザインし、大量生産された商品であり、それらを消費することで我々の生活は成り立っ

ています。しかし、人間にとって真に豊かな生活の実現のためには、このような限られた選択肢のなかから選んで消費するだけではなく、自らの感性と

創造力によって何かを創り出し、それらを自己表現として発信していくことが必要だと思われます。　本研究は、このような問題意識のもと、一般ユー

ザが種々のものを自ら手軽にデザインできる新たなユーザインタフェースの実現を目指し、その基盤となる計算手法や表現手法等の情報技術の研究を統

合的に行うものです。　個人の創造性を体現するために、3 次元画像やアニメーション等の「映像表現」、鞄や衣服等の「生活用品」、将来、家庭において

人間等との共生が期待される「ロボットの行動」を具体的なデザインの対象として、研究を実施します。

　本研究領域は、一般ユーザによる創造的活動を支援するという目標のもとで、ユーザインタフェース研究の立場からＣＧ・ＣＡＤ・ロボティクスにお

ける新たな技術基盤の構築を目指すもので、戦略目標「メディア芸術の創造の高度化を支える先進的科学技術の創出」に資するものと期待されます。

予感ひょうげん研究室 1 オンライン 3D トレーニングフィールド  松原チーム  星野准一、白鳥和人、于沛超

予感ひょうげん研究室 2 PecoPeco    渡辺チーム  渡辺富夫、神代充、檀原龍正、長井弘志

予感ひょうげん研究室 4 MovTouch    片寄チーム  有田翔悟

予感ひょうげん研究室 6 Panorama Ball Vision   さきがけ  橋本典久

予感ひょうげん研究室 7 触れ合えるバーチャルキャラクタ  さきがけ  三武裕玄、青木孝文、長谷川晶一、佐藤誠

予感ひょうげん研究室 8 3 次元形状の空間表示装置   斎藤チーム  斎藤英雄、渡邉隼人、石川尋代、島田悟、木村龍実、欠端雅之、

         塚田勇二、木村秀尉、苗村健

予感まんぷく研究室 12 体験型料理シミュレータ   さきがけ  加藤史洋、グエン ゴク トゥ、須佐育弥、花岡優介、三武裕玄、

         青木孝文、高瀬裕、長谷川晶一

予感かんかく研究室 14 InterChat 2010   渡辺チーム  渡辺富夫、檀原龍正、山本倫也

予感かんかく研究室 16 Touch the Small World   岩田チーム  安藤英由樹

予感なりきり研究室 17 CrestMuse VocalDesigner  片寄チーム  森勢将雅、中野皓太、中野倫靖、辰巳直也、後藤真孝 

         片寄晴弘

予感なりきり研究室 18 Performing Audience   渡辺チーム  橋本周司、菅原芳晴、山口友之

予感なりきり研究室 19 Virtual Philharmony   片寄チーム  馬場隆、橋田光代、片寄晴弘

予感なりきり研究室 20 TwinkleBall    渡辺チーム  橋本周司、山口友之

予感なりきり研究室 21 こちら江東区日本科学未来館内カメラ マン育成所（略称：こちカメ） 

       田村チーム  井上敬介、北村一博、神屋良多、増川照道、和田大輝、

         一刈良介、田村秀行

予感なりきり研究室 22 Virtual Shadow Puppet   渡辺チーム  三輪敬之、西洋子、板井志郎、渡辺貴文、飯田公司、加藤雄大、

         西島宏輔、大滝佳史

予感ラウンジ 23 デバイスアート・アーカイブ  岩田チーム  常盤拓司、草原真知子、岩田洋夫

予感ウォール  予感ウォール   須永チーム  原田泰、小早川真衣子、敦賀雄大、高見知里、曽和具之

予感まんぷく研究室 9 食ログと健康指導基盤  相澤チーム  野原光夫、野原光夫、米山暁夫、橋本真幸、小塚宣秀、小幡広昭、

        大川明里、阿部幹雄

予感まんぷく研究室 10 フードログ：手軽に食事記録をとってみよう 相澤チーム  相澤清晴、山崎俊彦、デシルヴァ・ガムヘワゲ・チャミンダ

予感まんぷく研究室 11 ライフログから食行動を見てみよう 相澤チーム  廣瀬通孝、谷川智洋、西村邦裕、小野将之、竹内俊貴

予感かんかく研究室 13 Pen de Touch  舘チーム  家室証、南澤孝太、舘暲

予感かんかく研究室 15 重さ , 堅さの知覚  小池チーム  小池康晴、川嶋健嗣、中小路久美代、石井雅博

予感ひょうげん研究室 3 複雑系数理アート  奥牧人、木本圭子、合原一幸

予感ひょうげん研究室 5 エンドユーザによる実世界事物のデザイン グレッグ・ソール、マンフレッド・ラウ、梅谷信行、カール・ウィルス、古田陽介

領 域 紹 介
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会 場 の よ う す 　
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会 場 マ ッ プ
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   カウ  ンター予感ひょうげん研究室

デバイスアート・アーカイブ

予感研アーカイブ

予感
ひょうげん
研究室
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ミルミル。いろいろな気持
ちをつたえてね。感じたこ
とを研究しよう。

予感研究所
の仲間たち

みんなでつくろう！予感マップ　Post-Visit Map

ここは予感研３で起こる様々な出来事を映し出す鏡。あな

たと研究者のやりとりやワークショップのようすが、その場

でどんどん描き出されていきます。この仕組みを支えるの

は、３つの工房。

予感ウォール編集工房

リアルタイムビデオ制作工房

表現ワークショップ・Zuzie（ズージー）工房

予感ウォール

23

今までの予感研の歴史を知ることができたり、研究室をめ

ぐって未来の予感について話あったり、くつろいだりできる、

みんなが集まるラウンジ。研究者の発表会やいろんなワー

クショップ、イベントが目白押し！ 

予感ラウンジ

すごい！　いつもの景色がボールに映ってるよ！ ここは未来

のひょうげんが生まれる研究室。自分だけの椅子をデザイ

ンできたり、数字でうまれる芸術作品、立体映像が映し出さ

れる映像ディスプレイ…これからのひょうげんを予感させ

る!?

Post-Visit Mapは、みなさんの感想や質問を会場とTwitter 

（ID:yokanken）を通じて、研究者や他の来場者に届けま

す。コメントを付箋に書き、会場マップに貼り付けると、もし

かしたら、あとで返信があるかもしれません。

みんなでつくろう！予感マップ
Post-Visit Map
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オンライン3Dトレーニングフィールド

PecoPeco

複雑系数理アート

MovTouch

エンドユーザによる実世界事物のデザイン

Panorama Ball Vision

触れ合えるバーチャルキャラクタ

3次元形状の空間表示装置

予感まんぷく研究室
昨日の昼は何食べた？　明後日は何食べようか？　未来の食

卓を考えたり、昨日の食事までの食事カレンダーをつくった

り、ごはんが作られて行く様子が体感できるのはこの研究

室。これから君の食事のあり方が変わるかも？

09
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食ログと健康指導

フードログ：手軽に食事記録をとってみよう

ライフログから食行動をみてみよう

体験型料理シミュレータ

予感かんかく研究室
あれ？ これは何の感触かな？　ここは手の感覚やものの形

や感触を不思議な方法で体験する研究室。パソコンの中

のものをペンでなぞったり、ざらざらでこぼこした感触を楽

しんだり。いろんな感覚を体験してみよう！

13

14

15

16

Pen de Touch

InterChat 2010

重さ、固さの知覚

Touch the Small World

予感なりきり研究室
将来何になりたい？　君がなりたいものに『なりきる』他には

ない研究室。ダンサーだったり、ピアニストだったり、カメラ

マンだったり、はたまたいつも君のうしろについてくる影だ

ったり。さぁ、体を使ってなりきってみよう！

17
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20

21
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Vocal Design システム

Performing Audience

Virtual Philharmony

TwinkleBall

こちら江東区日本科学未来館内カメラマン育成所（こちカメ）

Virtual Shadow Puppet

ひょうげん博士
ナルナル。体験してなりき
ることで、知ることができ
るんだよ。

なりきり博士
フムフム。きみたちの予感
も面白いね。もっと見せて
ほしいな。

よかん博士
ペタペタ。さわって見て、
いろいろ感じてね。楽しい
事から考えよう。

かんかく博士
モグモグ。たべる事はとて
も大切。だから、たべもの
を科学するんだよ。

まんぷく博士

予感まんぷく
研究室

予感
かんかく
研究室

予感なりきり
研究室

予感ラ ウンジ

Post-V isit Map

予感ウ ォール 
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予 感 研 の 研 究 者 に よ っ て 開 発 さ れ た 25 の 作 品

は、 見 る だ け で な く 体 験 で き る 作 品 も た く さ ん。

あ な た の 予 感 を 見 つ け よ う ！

オ ン ラ イ ン ゲ ー ム に VR 技 術

を応用し、近未来の健康維持に

使 う 試 み で す。 本 展 示 で は 仮

想 の 吹 き 矢 道 場 を 再 現 し ま し

た。本物の吹き矢を吹く感覚に

近い呼吸運動を体感できます。

h t t p : / / w w w . e n t c o m p .
e s y s . t s u k u b a . a c . j p / V T F /

予 感 研 究 室

へ よ う こ そ

オンライン 3D トレーニングフィールド
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」 松原チーム

星野准一、白鳥和人、于沛超

予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室
予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室

予感ひょうげん
研 究 室

予 感 ま ん ぷ く
研 究 室

予 感 か ん か く
研 究 室

予 感 な り き り
研 究 室

01
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聞き上手の草花さんです。お話を

聞くのが大好きなので話しかけ

てみてください。まるで生きてい

るかのように体全体でうなずい

てくれます。コミュニケーショ

ンの不思議さを体験できます。

h t t p : / / h i n t . c s e . o k a - p u . a c . j p /

数 式 を 使 っ て 生 み 出 さ れ る パ

ターン・ダイナミクスは、時と

して想像を超えた有機的で多様

性に富む姿を見せます。今回は

非 線 形 な モ デ ル が 織 り 成 す カ

オ ス、 分 岐 構 造 な ど を 用 い た

2 点の映像作品を展示します。

http://www.sat.t.u-tokyo.ac.jp/index_j.html

PecoPeco
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 渡辺チーム

渡辺富夫、神代充、檀原龍正、長井弘志

予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室

複雑系数理アート
「合原複雑数理モデルプロジェクト」

奥牧人、木本圭子、合原一幸

予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室
予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室

02 03



12 13

誰 で も 手 軽 に“VJ” 気 分 を 味

わ え る ソ フ ト。iPod Touch を

グ リ グ リ な ぞ っ て、 ブ ル ブ ル

振 っ て、 自 分 好 み に 動 画 を 演

出 で き ま す。（ ※ VJ…DJ が 音

楽 を 扱 う よ う に、 映 像 を 扱 っ

て空間を演出するパフォーマ）

h t t p : / / w w w . s a i - m u p h i c s .
c o m / m o v t o u c h . h t m l

使い手が、日常的に使用する道

具をデザインできるようにする

ことを目指した「生活デザイン

のための技術」を紹介します。

情報処理技術を駆使すると、自

分が本当に欲しい「物」を手に

入れることが可能となります。

h t t p : / / www . d e s i g n i n t e r f a c e . j p /

MovTouch
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 	片寄チーム

有田翔悟

予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室

エンドユーザによる実世界事物のデザイン
「五十嵐デザインインタフェースプロジェクト」

グレッグ・ソール、マンフレッド・ラウ、梅谷信行、
カール・ウィルス、古田陽介

予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室
予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室

04 05



14 15

現実世界は四角いフレームで切

り抜いたものではなく、全天周

映 像 は 映 画 館 の よ う な 巨 大 な

ドームスクリーンでしか鑑賞で

きないものでもありません。こ

の 作 品 は 個 人 で も 扱 え る 球 体

ディスプレイを目指しています。

h t t p : / / z e r o w o r k s . j p /

指で触れるとかわいらしいしぐ

さ で 反 応 す る、 未 来 の ゲ ー ム

キャラクタです。画面の中のく

まさんをなでたりつついたりす

ると、振り向いたり、嫌がった

り、見つめたりと、触れ方に応じ

て様々な反応を返してくれます。

h t t p : / / h a s e l a b . h i . m c e . u e c . a c . j p /
~ m i t a k e / r e s e a r c h / K o g u m a . h t m l

Panorama Ball Vision
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 さきがけ

橋本典久

予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室

触れ合えるバーチャルキャラクタ
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 さきがけ

三武裕玄、青木孝文、長谷川晶一、佐藤誠

予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室
予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室

06 07



16 17

３ 次 元 カ メ ラ で 取 得 し た 物 体

の 形 を 空 間 に 描 き 出 す 装 置 で

す。 こ の 装 置 で は、 空 間 の 好

き な 場 所 を レ ー ザ ー 光 線 に よ

り 光 ら せ、 そ の 光 を 高 速 に 動

か す こ と に よ っ て、 空 間 に

３ 次 元 形 状 を 描 い て い ま す。

h t t p : / / www . h v r l . i c s . k e i o . a c . j p /

日々の食事画像と健康情報を記

録・蓄積・共有しながら、高セ

キュリティテレビ電話で安心・

安全なコミュニケーションが行

えるシステム。管理栄養士とテ

レ ビ 電 話 で 話 し、 的 確 で 効 果

的な栄養指導を受けられます。

h t t p : / / w w w . k d d i - m e d i c a r e . j p /

３次元形状の空間表示装置
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 斎藤チーム

斎藤英雄、渡邉隼人、石川尋代、島田悟、木村龍実、欠端雅之、
塚田勇二、木村秀尉、苗村健

予
感
ひ
ょ
う
げ
ん

研
究

室

食ログと健康指導
「共生社会に向けた人間調和型情報技術の構築」	 相澤チーム

野原光夫

予
感
ま
ん
ぷ
く

研
究

室
予
感
ま
ん
ぷ
く

研
究

室

08 09



18 19

どんな食事をしているか、1 週間

分でも思い出すことは難しい…。

ケータイやデジカメで食事の写真

を撮るだけで食事カレンダーをつ

くってくれるすぐれもの。栄養バ

ランスの解析もお試しできます。

h t t p : / / w w w . f o o d l o g . j p / h o m e

日 々、 私 た ち は 食 に 関 わ る 行

動 を し て い ま す。 カ メ ラ の 画

像 や 加 速 度 な ど の セ ン サ、 レ

シートを分析することで、食事

シーンを追体験することや、さ

ら に は あ な た の 近 未 来 の 消 費

行 動 の 予 測 を 体 験 で き ま す。

ht tp : / /www.cybe r . t . u - tokyo .ac . j p/

フードログ：手軽に食事記録をとってみよう
「共生社会に向けた人間調和型情報技術の構築」	 相澤チーム

相澤清晴、山崎俊彦、デシルヴァ・ガムヘワゲ・チャミンダ

予
感
ま
ん
ぷ
く

研
究

室

ライフログから食行動をみてみよう
「共生社会に向けた人間調和型情報技術の構築」	 相澤チーム

廣瀬通孝、谷川智洋、西村邦裕、小野将之、竹内俊貴

予
感
ま
ん
ぷ
く

研
究

室
予
感
ま
ん
ぷ
く

研
究

室

10 11



20 21

何も入っていないフライパンを

の ぞ く と、 生 の 食 材 が 見 え ま

す。食材内部の温度や焼け具合

な ど、 調 理 状 態 を 確 認 し な が

ら、フライパンを振ったり、食材

を裏返したりして料理を作りま

す。おいしそうにできるかな？

h t t p : / / h a s e l a b . h i . m c e . u e c . a c . j p /

Pen de Touch は、ペン型の触

覚ディスプレイです。画面の中

のいろいろなものに、ペンで触る

ことができます。形や感触を確

かめたり、ペンでつついて動か

したり、コンピュータの中の世

界を自由に触ってみてください。

h t t p : / / t a c h i l a b . o r g / m o d u l e s /

体験型料理シミュレータ
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 さきがけ

加藤史洋、グエン・ゴク・トゥ、須佐育弥、花岡優介、三武裕玄、
青木孝文、高瀬裕、長谷川晶一

予
感
ま
ん
ぷ
く

研
究

室

Pen de Touch
「共生社会に向けた人間調和型情報技術の構築」	 舘チーム

家室証、南澤孝太、舘暲

予
感
か
ん
か
く

研
究

室
予
感
か
ん
か
く

研
究

室

12 13



22 23

タイピングのリズムに基づいて、

仮想空間上のキャラクタが聞き

手および話し手としてコミュニ

ケーション動作をするチャット

システムです。臨場感あふれる

チャットを楽しんでください。

h t t p : / / h i n t . c s e . o k a - p u . a c . j p /

人はものを持つときに、その大

きさや形、色などの特徴から、

も の の 重 さ を 予 測 し て い ま す

が、それを意識することはあり

ません。このような脳の仕組み

を、重さや固さの違いがわかる

簡単な実験で体感してください。

http://www.cns.p i . t i tech.ac. jp/Klab

InterChat 2010
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 渡辺チーム

渡辺富夫、檀原龍正、山本倫也

予
感
か
ん
か
く

研
究

室

重さ、固さの知覚
「共生社会に向けた人間調和型情報技術の構築」	 小池チーム

小池康晴、川嶋健嗣、中小路久美代、石井雅博

予
感
か
ん
か
く

研
究

室
予
感
か
ん
か
く

研
究

室

14 15



24 25

小 さ な パ ネ ル の 下 に は 小 さ な

世 界 が あ っ て、 そ の 世 界 の 住

人 と ふ れ あ う こ と が で き ま

す。 そ し て、 そ の 住 人 が 生 活

し て い る 世 界 に あ る、 ざ ら ざ

ら、でこぼこといったモノを指

先で感じ取ることができます。

h t t p : / / d e v i c e a r t . i n f o /

これは「歌声」を操作するシス

テムです。二人の歌声を混ぜ合

わせるシステムや、市販の歌声

合成ソフトウェアに、人間の歌

い方を真似させるシステムの合

成結果を聴くことができます。

http://www.crestmuse.jp/index-j.html

Touch the Small World
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 岩田チーム

安藤英由樹

予
感
か
ん
か
く

研
究

室

Vocal Design システム
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 片寄チーム

森勢将雅、中野皓太、中野倫靖、辰巳直也、後藤真孝、片寄晴弘

予
感
な
り
き
り

研
究

室
予
感
な
り
き
り

研
究

室

16 17



26 27

人 間 が、 計 算 機 と イ ン タ ラ ク

ティブに演奏できるシステムで

す。演奏全体を聴衆の立場で聴

いて、人間の演奏に反応します。

このシステムと一緒に、ぜひあ

なたも演奏してみてください！

h t t p : / / w w w . s h a l a b . p h y s .
w a s e d a . a c . j p / i n d e x - j . h t m l

オ ー ケ ス ト ラ 指 揮 シ ス テ ム

Virtual Philharmony は、 セ

ン サ で 読 み 取 っ た プ レ イ ヤ の

指 揮 動 作 に 音 楽 を 追 従 さ せ る

こ と に よ っ て、 あ た か も 自 分

が オ ー ケ ス ト ラ を 指 揮 し て い

る よ う な 感 覚 を 提 供 し ま す。

h t t p : / /www .mus i c i s s imo - t b . c om/

Performing Audience
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 渡辺チーム

橋本周司、菅原芳晴、山口友之

予
感
な
り
き
り

研
究

室

Virtual Philharmony
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 片寄チーム

馬場隆、橋田光代、片寄晴弘

予
感
な
り
き
り

研
究

室
予
感
な
り
き
り

研
究

室
予
感
な
り
き
り

研
究

室

18 19



28 29

掴んだり、動かしたりすること

で、 音 階 や 音 量 を 制 御 す る 新

し い タ イ プ の ボ ー ル 型 イ ン タ

フ ェ ー ス。 ダ ン ス な ど の 大 き

な 動 き を 伴 う 身 体 表 現 か ら 音

を 奏 で る こ と が で き ま す。 一

度 手 に 持 っ て み て く だ さ い！

h t t p : / / w w w . s h a l a b . p h y s .
w a s e d a . a c . j p / i n d e x - j . h t m l

実 写 映 像 に CG を 実 時 間 合 成

できる複合現実感技術を用いる

と、 模 型 の 前 に CG キ ャ ラ ク

タが登場し、映画カメラマンの

擬 似 体 験 が で き ま す。 撮 影 の

腕を評価する機能もあります。

h t t p : / /www . rm . i s . r i t s um e i . a c . j p /
M R - P r e V i z P r o j e c t / t o p . h t m l

TwinkleBall
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 渡辺チーム

橋本周司、山口友之

予
感
な
り
き
り

研
究

室

こちら江東区日本科学未来館内
カメラマン育成所（こちカメ）
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 田村チーム

井上敬介　北村一博　神屋良多　増川照道　和田大輝　一刈良介　田村秀行

予
感
な
り
き
り

研
究

室
予
感
な
り
き
り

研
究

室
予
感
な
り
き
り

研
究

室
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30 31

ボクがうごくと影がうごく。ボ

クの影にくっついて、影絵人形

もうごきはじめる。ジャワの影

絵「ワヤン・クリ」の世界とつ

ながったボクは、どんな物語を

つくりはじめるのだろうか…。

http://www.miwa.mech.waseda.ac.jp/

ア ー テ ィ ス ト が 何 を 考 え 作 品

を 作 っ た か は、 文 章 に な ら

な い と 論 文 で 引 用 で き ま せ

ん。 そ こ で、 イ ン タ ビ ュ ー 映

像 の 重 要 な 所 を 引 用 で き る 映

像アーカイブをつくりました。

h t t p : / / d e v i c e a r t . i n f o /

Virtual Shadow Puppet
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 渡辺チーム

三輪敬之、西洋子、板井志郎、渡辺貴文、飯田公司、加藤雄大、
西島宏輔、大滝佳史

デバイスアートアーカイブ
「デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術」	 岩田チーム

常盤拓司、草原真知子、岩田洋夫

予
感
な
り
き
り

研
究

室
予
感
な
り
き
り

研
究

室

22 23
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P o s t - V i s i t  M a p は 、

予感研 3 の展示に対するみなさ

んの感想や質問を、会場マップと

T w i t t e r （ I D : y o k a n k e n ）

を 通 じ て、 研 究 者 や 他 の

来 場 者 に お 届 け し ま す。

みんなでつくろう！予感マップ　Post-Visit Map
赤塚大典、久野崇文、筧康明、常盤拓司、大谷智子、苗村健

コメントを付箋にメモし、専用

端末で登録し、会場マップに貼

りつけてください。もしかした

ら、 後 で 研 究 者 か ら 返 信 が あ

る か も し れ ま せ ん。 み な さ ん

も ぜ ひ Post-Visit Map を 通 じ

て 研 究 所 に 参 加 し ま し ょ う！

P
os
t-
V
is
it	
M
ap
P
ost-V

isit	M
ap
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研究者プレゼンテーション
　　

研
究
者
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
者
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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リアルタイム・ビデオ
　　

Zuzie ワークショップ
　　

リ
ア
ル
タ
イ

ム
・
ビ
デ
オ

Z
u
z
i
eリ

ア
ル
タ
イ

ム
・
ビ
デ
オ
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予感ウォール ここは予感研３で起こる様々な出来事を映し出す鏡。あなたと研究者のやりとりや表現ワークショップのようすが、その場でどんどん描き出されていきます。その仕組みを支えるのは、

３つの工房です。

◯予感ウォール編集工房

◯リアルタイム・ビデオ制作工房

◯表現ワークショップ・Zuzie（ズージー）工房

自分はこんな風に見ていたのか！他の人はこんな体験をしたんだ！ ?…予感ウォールを見つめてみることで、きっと新たな発見や感動があるはず。

原田泰、小早川真衣子、敦賀雄大、高見知里、曽和具之

予
感

ウ
ォ

ー
ル
予

感
ウ

ォ
ー

ル
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予感ウォール

予
感

ウ
ォ

ー
ル
予

感
ウ

ォ
ー

ル
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過去の展示作品リスト
予 感 研 究 所 1
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過去の展示作品リスト
予 感 研 究 所 2



■予感研究所３推進メンバー：有田 翔悟 、安藤英由樹 大谷智子、小早川真衣子、常盤拓司、鳥海希世子、橋本典久、

原田泰、森田菜絵、矢野博明

■展示企画・制作・運営：乃村工藝社、ミュゼグラム、シーズスリー

展示企画：中原崇志、小山啓介、グラフィックデザイン：草野剛、運営：宮本佳宣、久保田和宏

■協力：日本科学未来館：吉田直史

■広報：大西晶子

■写真映像：梅原渉

■記録集：デザイン：岩岡敦　　印刷：東京リスマチック㈱


